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平成 30 年３月期通期個別業績予想と実績値との差異および特別損失の計上に関するお知らせ 

 

平成30年２月９日に公表した平成30年３月期通期個別業績予想と、本日公表の実績との差異および特別損失の計

上について下記のとおりお知らせいたします。 

記 

１．特別損失の計上について 

韓国の連結子会社である株式会社韓国共立メンテナンスにおきまして、地政学的リスクもあるなか韓国内でのドーミ

ーインブランドの認知度向上等の成果を得るとともに収益改善を着実に進めつつあるものの、財務健全性確保の観点

から、当社が保有する当該子会社の株式について子会社株式評価損 34 億 65 百万円を個別決算において特別損失

に計上いたしました。 

※ 連結業績につきましては、当該特別損失は連結消去されるため影響ありません。また、連結決算上では、当該子

会社の保有資産について減損損失４億 48 百万円を特別損失に計上いたしました。 

 

２．平成 30 年３月期通期個別業績予想数値と実績値の差異（平成 29 年４月 1 日～平成 30 年３月 31 日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 124,500 12,200 8,200 210.48

実  績  値（Ｂ） 124,588 12,365 5,669 145.87

増  減  額（Ｂ－Ａ） 88 165 △2,530 

増  減  率（％） 0.1 1.4 △30.9 

(ご参考) 前期実績 

(平成 29 年３月期) 
112,078 11,735 7,875 203.46

（注）当社は、平成 29 年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の期首 

に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり当期純利益」を算定しております。 

 

（差異の理由） 

売上高、経常利益につきましては、寮事業が安定的に利益を伸ばしたことに加え、ホテル事業におきましては高稼働、

高客室単価にて好調に推移した結果、前回発表予想を上回る見込みとなりました。一方で、当期純利益につきまして

は、上記の特別損失の計上により、前回発表予想を下回る見込みとなりました。  

以 上 


